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令和５年度 学校経営方針 

東大和市立第一小学校 

校 長  石 田  玲 奈 

教育目標 

◎ よく考える子ども 

○ 思いやりのある子ども 

○ たくましい子ども 

  「よく考える子ども」を重点目標とし、児童の考える力を育成することにより、学力向上を

達成し、社会性の向上を目指す。 

目指す学校像 

地域の教育資源を最大限に活かし、多くの人とのかかわりの中で様々なコミュニケーション

の場を通じて、児童一人一人が社会の中でたくましく生きる力をはぐくむ学校 

  〇志をもち、自ら学び、考え、行動する力の基礎となる確かな学力を定着させる学校 

  〇互いの人権を尊重し、自他を大切にする思いやりと規範意識をはぐくむ学校 

  〇家庭、地域、学校との協同により、児童が学校、地域への愛着をもち、家庭、地域から 

信頼される学校  教師、児童が「命」と「志」を大切にする学校 

            キーワードは、「危機管理」と「人材育成」 

                   「目標の共有 考え・つなぐ・自分から」 

学校経営の基本方針 

（１）確かな学力の定着―授業力の向上、学びの保障、1人 1台端末の効果的な活用、OJT推進 

（２）豊かな心の育成―生命や人権を尊重する教育の推進、いじめ防止の取組の充実、 

危機管理と組織対応、キャリア教育の充実、体育授業の充実 

（３）保護者、地域との連携、信頼される学校づくりーコミュニティスクールを活かした地域、

家庭との連携強化（発信と受信、協働）、保幼小連携、校内組織強化、

教職員の心身の健康保持増進 

具体的な取組 

（１） 確かな学力の向上 

  ・授業改善推進プランに基づき、1単位時間のめあてと評価を明確にした授業の実践 

  ・校内研究、校内 OJT等を中心とした授業力の向上と人材育成の充実 

  ・1人 1台端末を活用し、AI型ドリル教材による個の習熟の程度に応じた学習の充実 

（２） 豊かな心の育成 

  ・児童一人一人の個性やよさを認め、励まし、声を掛ける支援、指導 

  ・東京都体育健康教育推進校としての体育授業及び体育的活動等の充実により、自分の心と

体を大切にする子供の育成 

  ・挨拶指導の徹底（日頃から誰にでも自分から挨拶をする習慣の徹底） 

  ・道徳や特別活動において、いじめに関する授業を年間 3回以上実施、日常的にいじめ防止

や規範意識の醸成に関する指導の充実 

  ・体験的学習を通して、成功体験や自己肯定感の高揚の積み重ねによる豊かな心の醸成 

  ・地域人材、外部人材等の活用によりキャリア教育を充実させ、将来への志をもち、志に向

けて自ら行動しようとする力の育成 



  ・近隣の保育園との連携、交流による思いやりの心の育成 

（３） 家庭、地域との連携、信頼される学校づくり 

  ・家庭、地域に対して、学校だより、学年だより、学級だより、ホームページ等を活用した

丁寧且つ積極的な情報発信 

  ・学校運営協議会を通して学校の現状や課題の共有及び課題解決に向けた取組の検討や実施

による地域とともにある学校づくりの充実 

  ・教職員の家庭、地域に対する誠実で丁寧な対応と積極的な挨拶 

  ・緊急時の組織的な対応と服務事故根絶に向けた校内研修等により、服務規律の遵守、意識

の醸成、定期的な自己点検、相談しやすい環境整備 

  ・報告・連絡・相談の行いやすい風通しのよい人間関係づくり、雰囲気の醸成、報告・連

絡・相談と共通理解を基にした組織対応の徹底 

  ・働き方改革の推進（会議内容の精選、情報の共有化の工夫、校内組織の見直し、月当たり

の時間外勤務４５時間未満の推進） 

年度末の振り返りの視点 

（１） 学力向上 

  ・1単位時間のめあてと評価を明確にした授業を日常的に実践し、児童に学習の基礎・基本

を定着させることができたか。（校内研究の取組も含め） 

  ・週ごとの指導計画に、毎時間のめあてを明記し、学力向上のための手立てを講じた授業を

計画的に行うことができたか。 

  ・１人１台端末を活用した授業の実践内容、回数、成果や AI型ドリル教材による児童の学

習の基礎・基本の定着はどうであったか。   

  ・校内 OJTや校内研究により、授業を改善、工夫、充実させる手立てを見出し、実践するこ

とができたか。 

（２） 豊かな心の育成 

  ・児童対象のアンケート調査等の結果から、児童の豊かな心をはぐくむことができたか。 

  ・年間 3回以上のいじめに関する授業の実施及び日常のいじめ防止や規範意識の醸成につい

ての学級指導等により、いじめの発生件数が減少したか。 

  ・体育授業の改善、体育的活動の工夫により、児童の運動に対する意欲が向上したか。 

  ・近隣の保育園との交流や地域人材等の活用により、キャリア教育を充実させ、児童が志を

もち、自ら行動しようとする力を身に付けたり思いやりの心をはぐくんだりすることがで

きたか。 

（３） 家庭、地域との連携、信頼される学校づくり 

  ・学校便り、学年便り、ホームページ等を活用した発信を積極的に行うことができたか。 

  ・研修や会議等の機会により、緊急時の組織的な体制や対応について、全ての教職員が共通

理解を図り、緊急時に対応できる体制を整えることができたか。 

  ・定期的な自己点検を行うことにより、服務事故の発生しない環境を整え、服務規律を遵守

することができたか。 

  ・学校評価の家庭、地域との連携、信頼についての結果に向上が見られたか。 

  ・風通しのよい人間関係を築き、報告・連絡・相談と共通理解を基にした組織対応を徹底す

ることができたか。 

  ・働き方改革を推進し、心身の健康を保持増進することができたか。 

 


